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ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、134万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会330-B地区
（神奈川県・山梨県・伊豆大島）

http://www.lions330-b.gr.jp/

2024～2025年度
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ガバナーテーマ

取り戻そうライオンズの魅力！残そう未来へ足跡を！
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ガバナーズメッセージ
第3回キャビネット会議
新入会員・入会3年未満セミナー
および交流会
2025～2026年度地区ガバナー
・第1および第2副地区ガバナー
立候補届出書受理式
330-Ｂ地区の一般法人化について
新年賀詞交歓会
4R-1Z2Z合同賀詞交歓会
オール山梨新年賀詞交歓会
8R合同新年賀詞交換会
7R-3Ｚ新年合同例会
9R新年賀詞交歓合同例会
1R・2R・3R新年賀詞交歓会
薬物乱用防止教育における課題
と期待
黒岩県知事・柳下県議会議員を
表敬訪問
加藤小田原市長を表敬訪問
StepForward支援金を活用して
•川崎東・川崎臨海LC
•茅ヶ崎グリーンLC
•南アルプスLC
ゾーンレター
•8R-1Z合同 •1R-1Z合同
クラブレター
•伊豆大島LC •横浜中央LC
•相模原シティLC
•横浜みどりLC

2024～2025年度

国際会長テーマ

国際会長

ファブリシオ・オリベイラL

足跡をしるす

MAKE
YOUR
MARK

　新緑が眩しい季節となりました。各クラブの皆様におかれましては、今期の重点目
標であります「ミッション1.5」の取り組みである会員増強も山場を迎え、最終目標
へ向けて活動中のことと思います。また、日々キャビネット運営にご協力を賜り感謝
申し上げます。
　さて、今期も無事年次大会を終えることができました。代議員会が4月25日湯本
富士屋ホテルで行われ、次期のリーダーが無事選出されました。また、式典は4月
26日小田原三の丸ホールにて開催され、今期特別企画である「澤田知可子さん&中
西圭三さん」のチャリティーコンサートも行われました。そして、「神奈川県ジャパ
ンSDGsアクション」「小田原市青少年育成」「 LCIF財団」へそれぞれ100万円の寄
付をさせていただきました。
　また、今回代議員会において決議されました「一般社団法人化」の内容について具
体的Q&A方式で別ページに特集を組んで皆様にわかりやすく掲載させていただきま
したので、ご一読いただきますようお願い申し上げます。
　最後のお願いになりますが、年次大会終了後6月30日までは、まだ2カ月ありま
すので、各クラブで魅力ある奉仕活動を行い、一人でも多くの新入会員獲得と現メン
バーの退会防止をお願い申し上げます。そのためにも5月10日（土）キャビネット奉
仕デーの企画を考えていただきクラブの活性化を図り、各クラブ会員数が純増となり
ますようご協力をよろしくお願い申し上げます。
　結びになりますが、各クラブのますますのご発展とメンバーの皆様のご多幸ご健勝
を祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

ガバナーテーマ

第60代地区ガバナー

（6R-1Z　小田原白梅LC）

L　倉　田　雅　史

取り戻そうライオンズの魅力！
残そう未来へ足跡を！
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3回キャビネット会議が、2月
19日（水）14時から小田原市
報徳二宮神社報徳会館にて開

催された。
　加藤 剛キャビネット副幹事の司会で
森川吉孝第1副地区ガバナーの開会宣
言から始まり、国歌およびライオンズ
ヒム斉唱、続いて物故ライオンと献眼
提供を行っていただいた方々への黙祷、
ライオンズの誓いを行った後で構成員
を動画で紹介した。
　倉田雅史地区ガバナーは挨拶で「本
日は大変寒い中お集まりいただきまし
たこと感謝申し上げます。この第3回
のキャビネット会議は年次大会へ向け
ての大事な会議となっています。将来の
ための議案提出もありますので、十分
に議論して賛同いただければうれしく
思います。今期『もう、待ったなし会員
増強』ミッション1.5ということで、こ
こに来て前期頑張っていただいた分各
クラブから入会のご報告をいただいて
います。また、もう一つ大切な退会防
止も皆様からお声掛けください。今期
久しぶりの純増に向けてお願いします。
また年次大会をこの小田原で開催する
わけですが、万障繰り合わせて参加い
ただきたいと存じます」と話された。
　続いて伏見 龍元国際理事が「ガバナ
ーの話を聞きますとわずかですが会員
が増えている。良い兆しだなと思って
この小田原に来るのがおっくうでなく
なりました。いずれにしましても会員
増強です。後ろに火が付いております。
ちっとも上向いてこなかったのですが、
ガバナーの意識が高いので皆さんにそ
れを訴えて成果を上げていきたいなと
思います」とご挨拶された。
　その後を継いで石田真一前地区ガバ
ナー・名誉顧問会議長が「3/4回目の
キャビネット会議です。ここまでいろ
いろな困難や楽しいことがあって来て
いると思います。これから年次大会そ
して国際大会とあります。そして第1、
第2副地区ガバナーは次期のことを考
えながら準備を始めているのではと思
います。ただ、これから先ガバナーの
やることはたくさんあり皆さんのお力
添えがないとできません。この地区の
オンリーワンの倉田ガバナーにお力添
えをいただきたい。ただ今35地区の中

第3回キャビ ネット会議開催第3回第3回第3回第3回第3回第3回第3回第3回第3回第3回第3回第3回第3回第3回キャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビキャビ
●2月19日（水）14時

で会員増強ナンバーワンでございます。
皆様のお力を維持していただいて、最
後にガバナーが皆さんがいて良かった
と思えるようなキャビネットになれる
ように残り1/4もよろしくお願いしま
す」と語られた。
　幹事報告として大滝靖生キャビネッ
ト幹事より第61回OSEALフォーラ
ム、第107回国際大会のスケジュール、
地区動静などが報告された。続いて会
計報告が秋山隆一郎キャビネット会計
よりなされた。
　会議は倉田ガバナーが議長に選出さ
れ審議が始まった。議事は以下の通り

【 審議事項 】
<第1号議案> 2024～2025年度 上半
期地区会計報告の件

【提案通り承認可決】
<第2号議案> 第71回地区年次大会
代議員会における議案の件
　地区年次大会代議員会における上程
議案として下記議案を提案することの

承認を求めます。
（議案2－1） 2023～2024年度 地区
会計年次決算報告の件
※経理分科会にて議案審議後経過報告
を得て全体会決議事項

（地区ガバナー提案）
【提案通り承認可決】

（議案2－2） 2025～2026年度 地区
年次大会開催地決定の件
　2025～2026年度 330-B地区年
次大会を横浜市で開催することの承認
を求めます。
※全体会決議事項（地区ガバナー提案）

【提案通り承認可決】
（議案2－3） 2025～2026年度330-
B地区拠出金の件
　2025～2026年度 下記①～⑨の地
区拠出金の承認を求めます。
※①～⑨全体会全体会決議事項
①運営会費拠出金について（一般会計）
　地区運営費として月額1人当たり
1,090円（年額1人当たり13,080円）
の拠出金の承認を求める。但し、2人目
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学生会員からの拠出金は免除とする。
⑤援助金会計拠出金について
　（特別会計）
　年額1人当たり60円の拠出金の承
認を求める。但し、2人目以降の特典会
員のうち家族会員は半額とする。また、
学生会員からの拠出金は免除とする。
※全体会決議事項（地区ガバナー提案）

【提案通り承認可決】
（議案2－4）第62回東洋東南アジア
（OSEAL）フォーラム札幌・協力金拠出
の件
　第2回キャビネット会議（2024年
11月6日水曜日 甲府商工会議所開催）
第4号議案にて賛成多数により可決さ
れました。下記内容にて承認を求めま
す。
　2025年10月23日－26日開催さ
れます、第62回OSEALフォーラム（札
幌）への会員お一人当たり2,000円の
拠出金負担のお願いにつきまして、第
9回日本ライオンズ理事会にて再度協
議の結果、改めてお願い申し上げます。
算出については2024年7月1日に在
籍されている正会員の人数を元として
いただき、特典会員については対象と
いたしません。
※全体会決議事項（地区ガバナー提案）

【提案通り承認可決】
（議案2－5）地区会計規則 援助金会計
規則改定の件
　昨今、多発する災害に対し迅速な人
道的支援が必要とされる為、2017年4
月7日に発行した援助金会計規則を別
紙の通り改訂いたします。
※全体会決議事項（地区ガバナー提案）

【提案通り承認可決】
（議案2－6）330複合地区会則及び付
則改正の件
（資料2：提案理由説明書）
（別紙③：新旧対照表）
　資料2の提案理由により別紙③の内
容にて会則改正の上程をいたしますの
で承認を求めます。
※全体会決議事項（地区ガバナー提案）

【提案通り承認可決】
（議案2－7）一般社団法人化の件
（別紙④：定款）
（別紙⑤：法人化Q&A）
　2020－2021年度ライオンズクラ
ブ国際協会330複合地区第67回年次

第3回キャビ ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催ネット会議開催
小田原市報徳二宮神社報徳会館

以降の特典会員のうち家族会員は半額
とする。また、学生会員からの拠出金
は免除とする。
②地区ニュース会計拠出金について
　（一般会計）
　地区ニュース購読料として月額1人
当たり125円（年額1人当たり1,500
円）の拠出金の承認を求める。但し、特
典会員（2人目以降の家族会員と学生会
員）からの拠出金は免除とする。
③地区年次大会拠出金について
　（一般会計）
　地区年次大会費は月額1人当たり
270円（年額1人当たり3,240円）の
拠出金の承認を求める。但し、2人目以
降の特典会員のうち家族会員は半額と
する。また、学生会員からの拠出金は
免除とする。
④IT・PR会計拠出金について
　（一般会計）
　年額1人当たり144円の拠出金の承
認を求める。但し、2人目以降の特典会
員のうち家族会員は半額とする。また、

学生会員からの拠出金は免除とする。
⑤YCE会計拠出金について（特別会計）
　年額1人当たり380円の拠出金の承
認を求める。但し、2人目以降の特典会
員のうち家族会員は半額とする。また、
学生会員からの拠出金は免除とする。
⑥腎・アイバンク会計拠出金について
　（特別会計）
　年額1人当たり20円の拠出金の承
認を求める。但し、2人目以降の特典会
員のうち家族会員は半額とする。また、
学生会員からの拠出金は免除とする。
⑦アクティビティ特別活動資金会計拠
出金について（特別会計）
　年額1人当たり148円の拠出金の承
認を求める。但し、2人目以降の特典会
員のうち家族会員は半額とする。また、
学生会員からの拠出金は免除とする。
⑧薬物乱用防止教育会計拠出金について
　（特別会計）
　年額1人当たり20円の拠出金の承
認を求める。但し、2人目以降の特典会
員のうち家族会員は半額とする。また、
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吉本会計事務所吉本会計事務所
「おかげさまで 創業49年」「おかげさまで 創業49年」

所長・税理士 吉 本　晴 夫
（藤沢中央ライオンズクラブ所属）

〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp

大会代議員会の議案において一般社団
法人格取得化の可決の決議が採られて
おり、A地区・C地区（C地区は先駆け
て法人化取得済）とも、「世界一の奉仕
団体」にふさわしい法律的な裏付けが
あり、社団法人として社会的信用と公
益性をさらに高めることを目的として、
法人化の取得を行いました。当地区と
しても吉本期、亀井期、中澤期、石田期、
そして今期と年数を重ね議論をしてき
た経緯がございますので、是非にも庶
務雑務の諸問題をシンプルかつ透明性
を持った仕組みを構築させたく承認を
求めます。また、法人格を取得するに

あたり各クラブの会費負担は現行のま
まです。
・社会的信用度獲得「銀行決済および
口座・行政との契約と後援願い」

・情報化社会の問題「ネット決済の契
約、その他の決済」

・人材雇用の問題「任意団体の限界」
・クラブ（会長）社員の件「A地区同様に
透明性の担保」

※全体会決議事項（地区ガバナー提案）
【提案通り承認可決】

　3月23日、24日、25日にクラブ対
象に法人化説明委員会をブロックごと
に開催予定。

<第3号議案> ゾーン再編の件
　次年度より3リジョン4ゾーン体制
を新たに3リジョン2ゾーン体制に再
編する承認を求めます。

（地区ガバナー提案）
【提案通り承認可決】

　最後に内藤修也第2副地区ガバナー
の閉会宣言で会議は無事終了した。
　取材：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

　撮影：　　〃

アドバイザー　L近野　照彦

●倉田ガバナー

●伏見元国際理事

●内藤第2副地区ガバナー●内田（特別）一般社団
　法人化委員長

●秋山キャビネット会計●大滝キャビネット幹事●森川第1副地区ガバナー
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　2月2日（日）13時から、ロ
ーズホテル横浜にて「新入会
員・入会3年未満セミナーお
よび交流会」が開催された。こ
のセミナーは指導力育成・教
育（GLT）委員会および青少年
育成・青年アカデミー委員会
が主催したものである。
　セミナーは青木哲也GLT副
委員長の司会進行で、百合草
康裕GLT地区コーディネータ
ーの開会の挨拶を皮切りにス
タートした。
　まず挨拶に立った倉田雅史
地区ガバナーは「『もう、待っ
たなし会員増強』ミッション
1.5に皆さんが協力してくれ
たおかげで、今期の330-B地
区の会員数は現在のところ純
増を維持している。しかし、
これからは会員増強をしつつも退会
防止に力を入れなければならない。
そのためにこのセミナーを活用して
ほしい」と強く訴えた。
　今回のセミナーの第1部では、進
藤義夫330複合地区GLTコーディネ
ーターから講演をいただいた。
　講演のテーマは「探そう新しいア
クティビティ」とし、「会員維持に向
けて」という副題が付されており、内
容としては次のものであった。
1.ライオンズの成り立ちと目的
2.ライオンズの組織

は各人で新しいアクティビテ
ィを提案し、次いでその中か
ら次期に実施するアクティビ
ティを選択してその方法等を
みんなの前で発表するという
ものであった。青少年や子ど
も、障がい者を意識したアク
ティビティの提案が多く、1年
を通じて活動できる農業アク
ティビティや、子ども食堂や
保護犬・猫、起業家支援など
さまざまなブースがある『わく
わくマルシェ』など、各テーブ
ルからは実現できそうなもの
個性的なものが次々と発表さ
れ、会場内は大盛り上がりと
なった。また、各テーブルの
メンバーはお互いにクラブの
例会訪問をする約束を取り付
けるというワーキングがあり、

セミナー参加者がライオンズの輪を
広げる一歩となった。
　第2部の交流会は、香内隆宏青少
年育成・青年アカデミー副委員長が
進行し、井田 渉GAT地区副ファシリ
テーターの乾杯挨拶で始まり、参加
者は新たに出会ったライオンと心を
通わせる時間となった。
　そして、このセミナーおよび交流
会は、内藤修也第2副地区ガバナー
の閉会の挨拶によりお開きとなった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員長　L髙畠　祐二

　3.100周年を迎えて～LCIフォワ
ード→ミッション1.5

　4.ライオンズの楽しみ方～さまざ
まなクラブを知ろう

　　①例会訪問～さまざまな例会
　　②他のクラブのアクティビティ

に参加しよう
　5.グループワーク～新規のアクテ

ィビティを作ろう
　6.情報ツールを活用しよう
　7.例会訪問の心得
　講演の後はテーブルごとにグルー
プディスカッションを行った。まず

●
３
３
０
複
合
地
区
指
導
力
育
成（
Ｇ
Ｌ
Ｔ
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
進
藤
義
夫
Ｌ

●
倉
田
ガ
バ
ナ
ー
の
話
を
熱
心
に
聴
く
参
加
者

●グループディスカッションの発表

探そう新しいアクティビティ～会員維持に向けて～
「新入会員・入会3年未満セミナーおよび交流会」

●さまざまなブースがある「わくわくマルシェ」
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月5日（水）、2025～2026
年度地区ガバナー、第1およ
び第2副地区ガバナー立候補

届出書受理式が、キャビネット事務
局で厳粛に執り行われた。
　倉田雅史地区ガバナー、大滝靖生
キャビネット幹事、秋山隆一郎キャ
ビネット会計、小笠原政憲選挙委員
長等が待ち受ける中、時限10時30
分、次期地区ガバナー立候補者の森川
吉孝第1副地区ガバナー（2R-3Z横
浜サンセット21LC所属）は、三井寿
浩横浜サンセット21LC会長、亀井
真司330複合地区GMTコーディネ
ーター、後援者らと共に来局。第61
代330-B地区ガバナー立候補者とし
ての立候補に至る経緯と決意、目標
等について朗読し、届出書・経歴書・
所信表明書を提出した。倉田ガバナ
ーはこれを受け、書類に不備がない
か確認し受理した。
　時限11時、続いて第1副地区ガバ
ナーの立候補者として、内藤修也第2
副地区ガバナー（11R-1Z笛吹LC所
属）は、石原英司全日本レベルLCIF
副エリアリーダー MD330・333、
中澤一浩330複合地区IT・情報テ
クノロジー委員長、渡辺和廣元地区

ガバナーらと共に来局。「創設の原点
に戻り、地域に根ざして仲間を集い、

新クラブ結成や会員増強を実現して、
強固な団体となることを目指してい

立候補届出書受理式
2月5日（水） キャビネット事務局

2025～2026年度 地区ガバナー・第1および第2副地区ガバナー

●
次
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー
立
候
補
届
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森
川
吉
孝
第
１
副
地
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ガ
バ
ナ
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●
次
期
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
立
候
補
届
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出
す
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内
藤
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第
２
副
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区
ガ
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ナ
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　時限11時30分、井田 渉GAT地
区副ファシリテーター（5R-2Z川崎
富士見LC所属）が同クラブの後援メ
ンバー5名と入局。『私が探し求めて
いたものは奉仕の先にある友情だっ
た』という創設者メルビン・ジョーン
ズの銘言を引用し、自身がライオン
ズクラブで得た「友情の輪」について
言及。「それらを活かし広げることで、
私たちの活動はよりインパクトを増
し、より楽しいものになるはず」と
立候補に至る経緯等を述べ、第2副
地区ガバナー立候補届出書・経歴書・
所信表明書を提出した。倉田ガバナ
ーは確認し受理した。
　小笠原選挙委員長が各立候補者に
選挙活動、選挙運動期間、公示日等
について詳細に説明された。
　13時より指名委員会が開催され、
各立候補者の資格確認が行われ、倉
田ガバナー、大滝キャビネット幹事、
秋山キャビネット会計、田中幸春指
名委員長、石井時明委員、岡美佐子
委員が出席。ライオンズクラブ国際
協会会則および国際付則第9条第4
項「地区ガバナー立候補の資格」、国
際付則第9条第6項（b）「第1副地区
ガバナー」、国際付則第9条第6項（c）
「第2副地区ガバナー」の選出規定に
則り、各立候補が有資格者であるこ
とを確認し候補者として確定された。
　取材：地区ニュース

アドバイザー　L中井　弘明

　撮影：　　 〃　　　

　〃　　　　L近野　照彦

く覚悟」と述べ、立候補届出書・経歴
書・所信表明書を提出した。倉田ガ

バナーはこれを受け、書類確認をし
受理した。

●
次
期
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
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等
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小
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原
選
挙
委
員
長

●
13
時
よ
り
指
名
委
員
会
が
執
り
行
わ
れ
た
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特
集
330-B地区の一般社団法人化について

法人化に関する　Q&A

　2020-2021年度ライオンズクラブ国際協会330複合地区第67回年次大会代議員会の議案に
おいて、Ａ地区・Ｂ地区・C地区はそれぞれ一般社団法人格を取得できることとなりました。こ
の決議に基づいてＡ地区およびC地区は「世界一の奉仕団体」にふさわしい法律的な裏付けがあ
り、社団法人として社会的信用と公益性をさらに高めることを目的として、すでに一般社団法人
となっています。
　当地区としても法人化については、吉本期、亀井期、中澤期、石田期、そして今期と年数を重
ねて慎重に議論を進めた結果、庶務雑務の諸問題解決のためにもシンプルかつ透明性を持った
仕組みを構築したいとの考えから一般社団法人化を目指すこととし、２月19日の第３回キャビ
ネット会議における承認を経て、第71回地区年次大会代議員会において本件について議案提出
をさせていただきます。
　そこで、メンバーの皆様にはご理解をいただきたく、一般社団法人化に関するＱ＆Ａを以下に
掲載いたしますので、ご一読くださいますようお願い申し上げます。なお、法人格を取得するに
あたり各クラブの会費負担は現行のままです。ご賛同のほどよろしくお願いいたします。　

第60代330‒B地区ガバナー　L倉田　雅史

A ■  なぜ、法人化が必要か

　   １.今まで通りの任意団体では何が問題か？
　　　　①行政機関（文科省・警察庁・県・市町村）との

やり取りがスムーズになります。
　　　　②預金口座が個人名義ではなく法人になり、期ご

との更新が不要になります。
　　　　③個人名義人が死亡した場合、相続問題が発生す

る場合がある。
　　　　④リース契約が個人名義で長期間は不自然です。

時の地区ガバナーが責任を引きずります。
　　　　⑤リース契約を個人名義ですると解約できず経費

の垂れ流しになるケースがあります。
　　　　⑥法人格がないので求人募集することが難しい。
　　　　⑦公共放送で『ライオンズ開催イベント』を放送

できない。
　　　　⑧法人化して税務申告を行うので、透明性・継続

性・公平性が期待できます。
　　　　⑨カード発行が可能になり、諸口の支払いにおい

て利便性が増します。

　  2.法人化はどのようなメンバーで検討したのですか？
　　　　①長くこの問題を研究してきた倉田雅史ガバナー

を中心にメンバーが集められました。
　　　　②弁護士３名、司法書士１名、公認会計士・税理

士４名、社労士１名、有識者３名がガバナーチ
ーム、次のキャビネット、次の次のキャビネッ

ト運営予定者で検討しました。
　　　　③専門家の立場にこれまでのライオンズの運営・

特殊性を加味して意見集約しました。
　　　　④議論の中で組織維持のため『会員拡大』『法人

化』は両輪の関係にあると認識しました。
　　　　⑤株式会社のように利益を社員に配当することは

できません。

B ■  どう変わるのか

　   １.一般社団法人とは何ですか？
　　　　①一般社団法人は社会貢献や特定の目的のために

設立される非営利法人です。
　　　　②2008年に施行された『一般社団法人および

一般財団法人に関する法律』に基づきます。

　   ２.誰が構成員になりますか？
　　　　①各クラブが社員となり1票を有します。
　　　　　（個人社員として当期の地区ガバナー等が加わ

ります）
　　　　②クラブの会員数に関係なく１票です。
　　　　③代議員数とは異なります。
　　　　④クラブの意見を直接発言する機会がさらに増え

ます。
　　　　⑤今でも年次大会で事前に発言・意見ができます。
　　　　⑥キャビネット役員を輩出していないと意見が通

りにくい現実があります。
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　   ３.クラブからの地区拠出金は？
　　　　①今まで通り変わるところはありません。
　　　　②増額も予定していません。

　   ４.二つの組織ができて面倒ではないか？
　　　　①今まで通り330-B地区はライオンズクラブ国

際本部のルールに従います。
　　　　②法人としての『一般社団法人神奈川・山梨・伊

豆大島地区ライオンズ』は日本の法律に従いま
す。

　   ５.キャビネット会議はなくなるのか？
　　　　①変わりません。
　　　　②すなわち、年間に4回のキャビネット会議、年

1回の年次大会を行います。
　　　　③従来通りライオンズ国際協会330-B地区のメ

ンバーとして機能させる必要があります。

　   ６.社員総会と年次大会の議決が不一致だったら？
　　　　①キャビネット会議、年次大会決議を優先します。
　　　　②例えると、年次大会は衆議院、社員総会は参議

院と考えてください。

　   ７.法人の理事は誰か？
　　　　①地区ガバナー、前地区ガバナー、第1副地区ガ

バナー、第2副地区ガバナー、キャビネット
幹事、キャビネット会計の6名。

　　　　②特定の人が重任したり、長期にわたり支配する
ことを禁止します。

　   ８.ガバナー指名で理事を増やすことはできるか？
　　　　①できない。
　　　　②理事の母数を増やすとガバナーの意思で賛成派

を増やすことになるからです。

　   ９.法人の監事は誰か？
　　　　①2名の監事は2期前地区ガバナーおよび3期前

地区ガバナーとします。
　　　　②任期を2年として1年ごとに交代していきま

す。
　　　　③監事は留任できません。

　   10.社員総会では会長しか出られませんか？
　　　　①会長の出席が望ましいですが、会長の指名した

代理人でも出席が可能とします。

　   11.法人化で各クラブはやることがありますか？
　　　　①ありません。
　　　　②各クラブが法人化するわけではないのでそのま

まです。

C ■  どういうメリット・デメリットがあるか？

　   １.法人化のメリットは何ですか？
　　　　①団体の信用度が上がります。
　　　　②契約の主体が法人になり、年度ごとに名義変更

をしなくても良くなります。
　　　　③長期契約のリース等の契約が可能となります。
　　　　④ライオンズの預金口座が個人名義というのは不

自然です。
　　　　⑤預金口座が名義人の自由にならないようにしま

す。
　　　　⑥将来的に不動産所有も可能になります。

　   ２.法人化のデメリットは何か？
　　　　①二つの組織が存在し、法人の社員総会を新たに

開くことになります。
　　　　②年間7万円の税負担がかかります。また、解散

する場合資産は国への譲渡となります。

D ■  キャビネットの会計処理はどうなりますか

　   １.会計処理はどう変わりますか？
　　　　①クラブからの拠出金は変わらず収入として処理

します。
　　　　②日本の法律に基づいた会計処理をします。一般

社団法人法119条・199条。
　　　　③キャビネット事務局にて会計ソフトで月次決算

処理を行います。（現行使用同様）
　　　　④顧問契約をした外部会計士の監査を受けます。
　　　　⑤これまでライオンズ特有の会計処理が適用され

ることもありましたがなくなります。
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　   ２.外部の顧問会計士とは何ですか？
　　　　①外部の顧問会計士と長期の顧問契約を結びます。
　　　　②ノンライオンの会計士に委託することで透明

性・継続性・普遍性を担保できます。
　　　　③ライオンズ独特の会計処理から日本の法律にあ

った会計処理になり信頼度が高まります。

　   ３.法人カードは作りますか？
　　　　①作ります。小口の支払い、事務用品の購入等に

利用します。
　　　　②これまではガバナーの個人カードで決済をして

いました。
　　　　③個人の決済支払い明細から抽出するというのは

不自然です。
　　　　④また、ガバナーの個人情報にも抵触します。

E ■  初期費用

　   １.法人化の登記費用は初期費用としてどれくらい
　　　　掛かりますか？（参考価格です）

　　　　①定款認証・謄本代に5万3千円。
　　　　②法人の印鑑一式2万円（印材による）。
　　　　③登録免許税6万円。
　　　　④司法書士への報酬は通常10～15万円。
　　　　⑤合計で23万3千円～28万3千円

F ■ 継続的費用

　   １.どのような費用が見込まれますか？
　　　　①役員変更のための登記費用がかかります。（司法

書士で実勢価格）
　　　　②会計の最終決算のための費用がかかります。（税

理士で実勢価格）
　　　　③雇用関係のための各種保険手続き、就業規則の

整備がかかります。（社会保険労務士で実勢価
格）

　   ２.法人化によって増加する費用はどうやって捻出
　　　　 するのか？

　　　　①今は派遣会社からの派遣に頼っているが、直接
雇用で試算すると約120万円ほど捻出できる。

G ■  雇用関係

　   １.雇用関係はどうなっていますか？
　　　　①令和になった現在、雇用契約を曖昧にするとト

ラブルが多いです。
　　　　②大きな会議の前には連日の残業になります。

　　　　③勤務時間の管理、残業代の支払い、代休の申請、
年間休日など明確な管理が必要です。

　　　　④労務問題で改善が求められています。指摘され
ていなければ良いのではなく、曖昧な状態を改
善していくことが必要なのです。

　　　　⑤キャビネット事務局員も皆さんの会社に在籍す
る従業員と同じです。

　   ２.労災保険・雇用保険・健康保険について
　　　　①現在は雇用契約ではないので、未加入状態です。
　　　　②労災保険・雇用保険・社会保険（厚生年金/健

康保険）は、法定の保険制度です。

　   ３.雇用関係はどう変わるのか？
　　　　①法人になることで求人広告が出せます。
　　　　②労災保険、雇用保険、社会保険に加入できるの

で事務局員さんに安心して働いてもらえます。
　　　　　（業務上の傷病、私傷病、育児休業、介護休業

にも対応できる）
　　　　③採用条件が可視化され、広く応募が期待できま

す。また、ハローワークに求人を経由した助成
金制度を利用できる場合も出てきます。

　　　　④これまでのように縁故に頼らなくても良くなり
ます。

　   ４.なぜ派遣ではだめなのか？
　　　　①労働者派遣法では、原則一人の人は3年が限度

です。
　　　　②仕事に慣れた頃にまた入れ替えが発生する可能

性が高いです。
　　　　③派遣会社のマージンが高いため割高になりま

す。賃金を含めた物価高騰の昨今、現在の契約
が同じ条件で更新されるとは限りません。

　   ５.なぜ雇用の安定が必要なのか？
　　　　①事務局の仕事に慣れてもらうのに時間が掛かり

ます。
　　　　②新規入社の度に教育して戦力化するのは時間も

根気もいります。
　　　　③キャビネットは各クラブからの相談窓口である

べきなのにいつも初心者集団になります。
　　　　④近年はライオンズメンバーがボランティアで業

務を補っているのは好ましくありません。一部
のメンバーに負担がかからないためにも事務局
員の雇用の安定が必須です。

H ■  設立までの流れ

　   １.設立までの流れを紹介してください。
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法人化委員会メンバー

　　　　①２月19日の第3回キャビネット会議にて、承
認をいただきました。

　　　　②3月に各クラブ会長に説明会を行います。（各ク
ラブの合意形成を図ります）

　　　　③各クラブが社員になりますので、あらゆる疑問
や質問にお答えします。

　　　　④4月15日までには各クラブ会長から同意書を
いただきたいと思っております。

　　　　⑤4月25日の年次大会でご承認をいただきま
す。

　　　　⑥5月中に法人設立の準備をし6月初旬に設立登
記を行いたいと思います。

　　　　⑦5月末までに取引銀行に通知して預金口座の名
義変更の準備を行い、7月1日に変更予定。

　　　　⑧6月11日の第4回キャビネット会議で法人設
立の手続き完了を報告します

　　　　⑨2025年7月1日法人としての第1日が始ま
ります。

　   ２.クラブが反対したらどうなりますか？
　　　　①皆さんのための、そして330-Bの将来のため

の施策です。

ガバナーチーム
　地区ガバナー　　　倉田　雅史Ｌ　小田原白梅
第１副地区ガバナー　森川　吉孝Ｌ　横浜サンセット21
第２副地区ガバナー　内藤　修也Ｌ　笛吹

　キャビネット幹事　大滝　靖生Ｌ　小田原白梅
　キャビネット会計　秋山隆一郎Ｌ　小田原白梅

委員会メンバー
　委員長　　　　　　内田　吉則Ｌ　横浜
　弁護士　　　　　　尾立　考司Ｌ　横浜ポートヒル

　　　　②必ずやご賛同いただけると確信しています。
　　　　③ブロックごとにクラブ会長さんに説明会を開

き、ご理解をいただきます。
　　　　④誠意を持ってご説明に当たります。

　   ３.なぜ急いでいるのですか？
　　　　①期中から法人化すると手続きが煩雑で、2重3

重に会議が必要になるからです。
　　　　②2020年から2021年の複合地区年次大会で

決議されており、B地区だけ未解決でした。
　　　　③雇用の安定を確保するためにも必要です。

　   ４.第1副地区ガバナー、第2副地区ガバナーは
　　　 賛同していますか？

　　　　①今期の委員会スタートと同時にメンバーにな
り、意見交換をしました。

　　　　②法人の運営執行者として、さまざまなご意見・
ご質問をいただき反映しました。

　　　　③専門士業の先生から専門知識・知見を学ばれま
した。

　　　　④待ったなしの組織強化と捉え、設立準備を進め
ています。

　弁護士　　　　　　大南　修平Ｌ　小田原白梅
　弁護士　　　　　　阪之上克己Ｌ　小田原白梅
　公認会計士　　　　楡井　宏志Ｌ　茅ヶ崎オーシャン
　公認会計士　　　　山本　孝之様　外部顧問先
　税理士　　　　　　中野　達夫Ｌ　横浜中央
　税理士　　　　　　三澤　信仁Ｌ　山梨
　税理士　　　　　　村松　滝夫Ｌ　上野原
　司法書士　　　　　金田　雅昭Ｌ　横浜ポートヒル
　社会保険労務士　　神尾　繁昌Ｌ　小田原白梅
　前委員長　　　　　原　　輝男Ｌ　川崎巽
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月20日（月）17時から、みな
とみらいの横浜ベイホテル東急

にて、新年賀詞交歓会が開催された。
　これまでの地区活動報告のビデオ
映像を皮切りに、大滝靖生キャビネ
ット幹事の司会進行により森川吉孝
第1副地区ガバナーの開宴の言葉で
スタートした。
　まず、倉田雅史地区ガバナーが新
年の挨拶に立った。
　「あっという間の半年だったが、上
期の会員数は207名入会した一方
で、111名の退会があり純増は96
名という結果となった。しかし、こ
こから退会者が増える時期を迎える。
将来のために奉仕の担い手を増やそ
う」と話し、各クラブ1～2名の入会
促進をお願いした。
　また、5月10日（土）に予定してい
るキャビネット奉仕デーに関しても
「魅力あるアクティビティを行ってほ

しい。そうでなければ清掃活動をお
願いしたい」と各クラブに協力を要請
した。そして、4月26日（土）の地区
年次大会について楽しい企画を用意
しているとの案内があり、大会の盛
り上がりを期待させた。
　続いて伏見 龍元国際理事も「会員
を1人でも増やして一緒に頑張ろう」
と切なるお願いとして訴えた。

アワード表彰
　新年賀詞交歓会ではアワード表彰
も行われ、伏見元国際理事から「国
際会長感謝状」が次のライオンに授与
された。
　2R-1Z 北見裕之L（横浜港南LC）
　2R-3Z 森川吉孝L（横浜サンセット21LC）
　4R-1Z 石田真一L（川崎臨海LC）
　6R-1Z 倉田雅史L（小田原白梅LC）
　8R-1Z 櫻井貴裕L（藤沢LC）

10R-1Z 平賀新也L（甲府舞鶴LC）

　次に、前期2023年～2024年度
のアワードが石田真一前地区ガバナ
ーから次のライオンおよびクラブに
贈呈された。

スポンサー感謝状
　1R-1Z 小山正武L（横浜金港LC）
　1R-1Z 平野孝夫L（横浜金港LC）
　1R-3Z 足立和夫L

（横浜BayCityLC）

GAT感謝状
　1R-1Z 岩﨑絹代L（横浜金港LC）
　2R-3Z 田中ひろ子L

（横浜桜美林LC）
　3R-3Z 青木哲也L（横浜みどりLC）
　6R-1Z 佐藤芳織L（小田原LC）
　9R-1Z 石橋昭仁L（三浦LC）

10R-2Z 小林　誠L（甲府富士LC）
10R-2Z 高山政宏L（甲府若葉LC）

1

1月20日（月）会場：横浜ベイホテル東急

新年賀詞交歓会新年賀詞交歓会新年賀詞交歓会
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クラブ優秀賞
　1R-1Z　横浜LC
　2R-1Z　横浜港南台LC
　2R-3Z　横浜サンセット21LC
　3R-2Z　横浜鶴見西LC
　6R-1Z　小田原LC
　6R-1Z　小田原白梅LC
　6R-2Z　秦野あづまLC
　7R-3Z　海老名飛鳥LC

10R-1Z　甲府北LC
11R-2Z　河口湖LC

ミッション1.5会員維持アワード
　6R-2Z　中井LC

　そして、（公財）麻薬・覚せい剤乱用
防止センターの推薦による「厚生労
働省医薬局長感謝状」が倉田ガバナー
から次のライオンに贈呈された。
　　2R-2Z 小池和子L
（横浜おおとりコスモポリタンLC）

　LCIFからのアワードは石原英司
LCIF副エリアリーダーから次のライ

　6R-1Z　小田原白梅LC
　その後、鈴木泰道緊急支援・アラ
ート委員長から、昨年9月21日～
23日にかけて能登半島で発生した豪
雨災害に対する支援活動の報告と、6
月中旬に開催予定のアラートセミナ
ーの案内があった。
　鏡開きは倉田ガバナー、森川第1
副ガバナー、内藤修也第2副地区ガ
バナーとともに、元地区ガバナーの
皆様が登壇され、石田前ガバナーの
発声で乾杯を行った。
　アトラクションとして中華街の獅
子舞があり、宴席は盛り上がった。
　そして、各委員会報告の後、内藤
第2副ガバナーの閉宴の言葉でお開
きとなった。

　取材：地区ニュース

委員長　L髙畠　祐二

　撮影：　　　〃

アドバイザー　L近野　照彦

オンおよびクラブに授与された。
リードギフトプログレッシブ誓約書
　8R-1Z 櫻井貴裕L（藤沢LC）

メジャーギフトグレッシブ誓約書
　8R-2Z 小林隆幸L（大和中央シティLC）

LCIF理事長感謝状
　2R-1Z　横浜港南LC
　4R-1Z　川崎田島LC
　4R-1Z　川崎臨海LC
　6R-1Z　小田原白梅LC
　8R-1Z　藤沢LC
　9R-1Z　横須賀LC

10R-1Z　甲府舞鶴LC

　続いて、2024年～2025年度の
アワードが倉田地区ガバナーから次
のライオンに贈呈された。

GAT感謝状
　1R-1Z　横浜中LC
　2R-2Z　横浜桜美林LC
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〈第1部　式典〉
　「A happy new year congratulation 
New Year 's greeting party let's 
enjoy ! 緊張して母国語の英語が出て
しまいました」と川崎LC小野塚大祐
会長の開会の挨拶から始まった4Rの
賀詞交歓会。国歌、ライオンズヒム、
物故ライオンに黙禱。来賓、地区役員、
参加クラブの紹介と続いた。
新年の挨拶では、内藤尚剛4R-1ZC

が「稚魚の放流・ペットボトルキャ
ップ収集・盲導犬育成募金のご協力
ありがとうございます。後半のキャ
ビネットのゴルフ大会地区年次大会
もありますが、まずは会員増強よろ
しくお願いします」と挨拶。
　戸田則男4R-2ZCが「2Zは会員
増強を叫ばれているが今後どうなる
か分からないが、明るい話題の方へ
持って行きたい。この会を笑顔で帰
っていただき、ミッション1.5を実
行に移していただけるとうれしく思
います」と語られた。
　来賓挨拶は、森川吉孝第1副地区
ガバナーが「ミッション1.5来期さ
らに上を目指す。4・5Rは停滞気味
なのでアクティビティを盛り上げ、会
員増強を目指し退会防止を図りまし
ょう。会員増強よろしくお願いしま
す」とお願いし、石田真一前地区ガバ
ナーは「1994年4Rは4Zで1200
名、1996年4Rの2Zと5Rの2Z
に分割して合計1,150名、2005年

800名、2024年370名。元に戻し
川崎の一本化をしたいと思っていま
す」と減少する会員数を明示。
　安達成功元地区ガバナーからは
「①330-Bの中で会員数ワースト1
位4R、2位5R、増強でも最下位。
②このまま何もしなかったら川崎は
消滅の方向に突き進む。③4・5Rの
合併を早急に実現して意識を高め、会
員間の交流が生まれ規模の大きい活
動ができる。④第2副地区ガバナー
の選出はB（川崎）の代議員数（会員
数）が少なく公平性に欠けるため、D
（山梨）と合併した方がいい（名誉顧
問会提案）。ブロックでのガバナー選
出は4年ごとが6年になる」と現状の
問題点と解決策を交えた話があった。
　佐藤文哉4RCは「ガバナー公式訪
問、チャリティーゴルフお世話にな
りました。今年は会員増強、キャビ
ネット奉仕デー、リジョン統合があ
ります。後半戦よろしくお願いしま
す」と締めくくった。
　続いて、第2副地区ガバナー立候
補予定者の井田 渉GAT地区副ファ
シリテーターが登壇し、「山本直正ガ
バナー時のキャビネット幹事でした。
リーダーシップは先頭に立ち引っ張
るばかりではなく、石田真一前地区
ガバナーの提唱するサーバントリー
ダーシップ～組織の仲間にとって、
何が必要ですか?と聞きながら支援を
する～、まさにそれかなと思いまし

た。ライオンズ活動の中で仲間と出
会えたことが一番の財産です。仲間
ができるということは自分が成長で
きるチャンスである。先ほどの安達
名誉顧問よりあった厳しい現状のお
話は全くその通りです。しかしなが
らそんなに下を向く必要はないので
はないかとも思っています。4Rはク
ラブに限らずリジョンでも仲間の絆、
友情の輪が強くあるのではないだろ
うか。伝統的にリジョン、ゾーンで
合同アクティビティを行っているリ
ジョンは多くない。ぜひ誇りに思っ
て合同アクティビティで新しい仲間
を誘ってできる流れが今一番重要な
ことではないかと思っています。微
力ながらお役に立てる勉強を重ねて
いきます」と挨拶された。
　「1Zクラブ対抗ペットボトルキャ
ップ回収コンテスト」では、1位から
5位が表彰され、優勝した川崎南LC
坂本治子会長に、内藤尚剛ZCより賞
状が手渡された。結果は以下。
　優勝川崎南LC 129.20㎏、2位
川崎東LC 115.26㎏、3位川崎田
島LC 102.14㎏、4位川崎臨海LC 
42.88㎏、5位川崎LC 24.82㎏、　
　「4Rイングリッシュスピーチコン
テスト・We Serve誌ゴルフコンペ」
の目録が佐藤RCから石田前ガバナー
と吉濱幸男編集局長に手渡された。
　閉会の言葉ならびにゴングは、坂
本会長の「20数年前は大人数でし

1月27日（月）：川崎日航ホテル4R-1Z2Z合同賀詞交歓会

●4R-1Z・2Z合同賀詞交歓会 ●「ペットボトル回収コンテスト」の参加クラブを表彰
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た。4Rを盛り上げ、会員を増やして
いきたい。皆で頑張りましょう」の言
葉で第1部閉会となった。

〈第2部　祝賀会〉
　開宴の言葉、川崎多摩川LC西 洋
二郎会長「94名出席の賀詞交歓会と
いうことで懇親を深めていきたい」。
乾杯、川崎葵LC岡里菊廣会長「和服
の方がちょろちょろされているのが
気になります。さっさと乾杯します。
家内安全、商売繫盛を祈念してWe 
Serve」から歓談に入った。
　アトラクションは中国変面ショー。
国家級無形文化財と紹介されていた。
サプライズとのことでプログラムに
も掲載はなく何が現れるか誰も知ら
なかった。
　ラッキーカード抽選会。「また会う
日まで」斉唱。ライオンズ・ローアは
川崎田島LC松実隆之会長が「3月9
日の60周年記念式典は一致団結して
盛り上げます」と話し、各クラブ会長
が演台で一斉に吠えた。
　閉宴の言葉、川崎朋友LC市川佳子
会長「名残惜しい、子どもの頃家族
会に参加した楽しい思い出がありま
す。楽しい一時を過ごしました、楽
しい仲間を増やして1Z・2Z結束し
て頑張りましょう」の言葉で閉会とな
った。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L會田　勝規

　オール山梨新年賀詞交歓会が1月
30日（木）17時からアピオ甲府で開
催された。
世話人副代表の深澤英夫10RCの

開会の挨拶から始まり、国歌・ライオ
ンズヒム斉唱、物故ライオンのご冥福
をお祈りし、献眼・臓器移植の提供を
行っていただいた方々に対し敬意と
感謝の意を持ちまして黙祷を捧げた。
顧問および来賓・世話人紹介の後

に、世話人代表 小尾 武Lが挨拶で、
倉田雅史地区ガバナー・森川吉孝第1
副地区ガバナー・内藤修也第2副地
区ガバナー・大滝靖生キャビネット幹
事・秋山隆一郎キャビネット会計に対
し日頃からのご尽力と活動に感謝を
申し上げ、残り6ヶ月オール山梨の各
クラブ・会員皆様方の力を合わせ盛り
上げていきましょうと述べられた。
　顧問の挨拶では、ライオンズクラ
ブ・オール山梨顧問の石原英司LCIF
副エリアリーダーMD330・333、
中澤一浩330複合地区IT・情報テク
ノロジー委員長、渡辺和廣元地区ガ
バナー、それぞれから挨拶の言葉を
いただいた。
　続いて、各クラブとオール山梨か
ら（公財）山梨県アイバンク石原英司
理事長と（公財）山梨県臓器移植推進
財団渡辺和廣理事長に目録贈呈が行
われた。
　来賓挨拶で倉田ガバナーは「待った
なしで会員増強を残り6ヶ月頑張って

まいります。奉仕の手を広げて女性や
若い人たちの会員を集めることも大
切な活動のひとつとなっております」。
森川第1副ガバナーは「倉田ガバナー
の熱い思いとともに行動できるよう残
り半年間全力で頑張ってまいります。
各クラブのますますのご発展を心より
お願い申し上げます」と挨拶された。
　内藤第2副ガバナーは「皆様と新
しい門出を迎えられたことを喜ぶと
ともに、倉田ガバナーの集大成とし
て『もう、待ったなし会員増強』ミッ
ション1.5を各クラブの皆様との対
話を通じて今期達成していきたい」と
強い思いを述べられた。
　その後、糖尿病・四献・いのちの
電話委員会より「糖尿病・献血・献
腎セミナー」が4月8日（火）13時
30分から横浜市開港記念会館で行わ
れるとの案内があった。
　秋山キャビネット会計のウィ・サー
ブで懇親会が盛大に執り行われ、和や
かな雰囲気の中各クラブ・会員の親睦
が図られた。オール山梨全員での「ま
た会う日まで」の後、ライオンズ・ロ
ーアは中込 敏10R-1ZCをはじめと
する各代表者が登壇し行われた。
　最後に世話人副代表の村松滝夫
11RCの閉宴の言葉をもってオール
山梨新年賀詞交歓会は無事終了した。
皆様大変お疲れ様でした。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L三浦　　勝

1月30日（木）：アピオ甲府オール山梨新年賀詞交歓会

●山梨県アイバンク・山梨県臓器移植推進財団に目録を贈呈●オール山梨新年賀詞交歓会
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　2月3日（月）藤沢商工会館ミナパ
ークにおいて、倉田雅史地区ガバナ
ー、森川吉孝第1副地区ガバナー、内
藤修也第2副地区ガバナー、大滝靖
生キャビネット幹事、秋山隆一郎キ
ャビネット会計の皆様をお迎えして、
8R合同新年賀詞交換会を総勢141
名で開催した。
　第1部合同例会では、倉田ガバナ
ーから新年のご挨拶の後、引き続き
昨年のガバナー公式訪問以降に入会
した新入会員7名とスポンサー7名に

記念品を贈呈していただいた。
　地区ガバナーテーマ『取り戻そう
ライオンズの魅力！残そう未来へ足
跡を!』サブテーマ「もう、待ったな
し会員増強」ミッション1.5で何を目
標としているのかを倉田ガバナーか
ら熱く語っていただき、参加者全員
でその思いを共有させていただいた。
その後、講話「令和6年能登半島地
震」～継続的な支援が必要な今～をテ
ーマにして、輪島市在住の復興支援
団体リガーレ代表の槌谷雅也様と尾

垣彩子様に今現在の輪島市の現況を
写真・ビデオでご説明していただき、
どのような支援が必要とされている
のかの話を伺うことができた。
第2部合同新年会では、吉本晴夫

元地区ガバナー、阿部英明元地区ガ
バナーからご挨拶をいただき、倉田ガ
バナー・森川第1副ガバナー・内藤第
2副ガバナー・小野寺8RCの4名に
よる鏡開きを行い、その後は、楽し
いひと時を参加者全員で過ごした。

8R-1ZC　L金森　行雄

2月3日（月）：藤沢商工会館ミナパーク8R合同新年賀詞交換会
●8R合同新年賀詞交換会
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　1月31日（金）18時より、 厚木レ
ンブラントホテルにおいて7R-3Zの
新年合同例会を開催。ご来賓として、
厚木市長・山口貴裕様、倉田雅史地
区ガバナー、内藤修也第2副地区ガ
バナー、赤井和憲7RC等のライオン
ズ関係役員の方々など多数のご出席
を賜り、参加者100余名の盛大な新
年合同例会になった。
　海老名飛鳥LC榎田 成会長のゴン
グで例会スタート。厚木マルべリ̶
LC長谷川亮太会長によるライオンズ
の誓い、物故ライオンへの黙祷の後、
長友正次7R-3ZCよりご来賓の方々
へのお礼とともに、倉田ガバナーが
掲げる会員増強に向けて各クラブが
切磋琢磨している状況と残り半期も
さらなる精進をする決意が挨拶で語
られた。

　倉田ガバナー、内藤第2副ガバナ
ーのご来賓の挨拶では、会員増強が
将来のライオンズ活動にとってどれ
だけ大切かをお話しいただいた。
　ホストクラブである厚木LC柴田 
豊会長より、新年合同例会開催にあ
たり協力をいただいた各クラブへの
お礼の挨拶の後、地区役員報告があ
り、厚木さつきLC山口剛慶会長の閉
会のゴングにて合同例会を終了した。
　懇親会は厚木もみじLC又村 秀会
長の挨拶で開会し、赤井RCのご発声
“We Serve”にて、和やかにスター
トした。
　余興は、厚木LC計画レクリエーシ
ョン委員会の協力により、メンバー
全員による参加型アトラクション【ラ
イオンズ・格付け番付】を行った。
　「お米、お塩、ワイン高級なのはど

っち?」「作家相田みつを、歌手B'z 、
本物はどっち?」など7問をガバナー
チームと3Zの5クラブ、計6チーム
対抗戦で戦った。
　各チーム代表者が登壇し目かくし
の上判定をするのだが、中には自信
満々のコメント後、見事に誤答し、
会場は大爆笑とため息が交錯。一流
ライオンズチームに輝いたのは、厚
木もみじLCでした。本当に楽しい時
間を共有でき、意義のあるものとな
った。
　最後は5クラブ会長がライオンズ・
ローアを力強く行い、終演の時間と
なり長友ZCが皆様へお礼の挨拶を述
べ閉会となった。
　7R-3Z　ゾーン幹事　L古澤　告夫

1月31日（金）：厚木レンブラントホテル7R-3Z新年合同例会●8R合同新年賀詞交換会

●7R-3Z新年合同例会
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　1月28日（火）17時30分よりメ
ルキュールホテル横須賀で9R新年賀
詞交歓合同例会が島本栄太郎9RSの
司会で開催された。
　押井秀介1ZCが開会の挨拶をさ
れ、渡邊郡司9RCから歓迎の挨拶が
あった。倉田雅史地区ガバナーは「昨
年は9R-2Zに新しく鎌倉葛原岡LC
が誕生するうれしい出来事がありま
した。330-B地区の各クラブからク
ラブ支部結成の問い合わせもあり、メ
ンバーの増強を今後ともお願いした
い。前期末では96名の純増だったが、

例年下期は約200名の退会者がある
ので、各クラブとも退会を防止する
ための一層の努力をお願いします」と
挨拶された。
　新入会員が紹介された後、MJF献
金メンバーが発表され、合同例会は
徳増明美2ZCの閉会の挨拶で終了し
た。　
　暫時休憩後での懇親会では、横須
賀市長の上地克明様、鎌倉市長の松
尾 崇様よりライオンズクラブの奉仕
事業への感謝が述べられて、亀井真
司元地区ガバナーの乾杯の発声の後、

歓談となった。
　恒例のラッキーカード上位の賞品
は、当選者がQRコードを読み取り賞
品を受け取る方式となり、持ち帰る
手間が省かれていた。
　最後に大きな輪になり「また会う日
まで」を斉唱し、閉会の挨拶では「市
内の青年の集まりの3団体に、ロー
タリークラブではなくライオンズク
ラブへの入会を」との呼び掛けでお開
きとなった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L細谷　　修

1月28日（火）：メルキュールホテル横須賀９R新年賀詞交歓合同例会

●渡邊郡司9RC

●9R新年賀詞交歓合同例会
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　2月5日（水）18時から、横浜駅西
口のホテルプラム横浜にて、1R・2R・
3R新年賀詞交歓会が開催された。
　第1部は坂間智司3RSの司会進行
で始まり、板井要二1RCが開会の挨
拶ならびに開会のゴングを、そして
小島健一3RCが新年のご挨拶を行っ
た。
　参加クラブの紹介では、各ZCが
ゾーンごとに「クラブが主役でウィ・
サーブ！」の掛け声でローアを行い、
倉田雅史地区ガバナーは「やっと合言
葉が浸透してきた」と喜びを隠さなか
った。
　伏見 龍元国際理事は本日の参加会
員に対して、倉田ガバナーの会員増
強への協力要請をお願いし、倉田ガ
バナーからはこれまでの会員増強の
経過報告があった。「207名入会があ
った一方で、111名が退会し、その
結果96名の会員が純増した。会員増
強は手段であって目的ではない。ク

ラブの将来のために奉仕の手を増や
そうという意味です」と会員増強の趣
旨を強調した。小山正武元地区ガバ
ナーは鎌倉葛原岡LCを例に挙げて、
会員増強にはまずは声掛けが必要で
あると訴え、牧田健一元地区ガバナ
ーからはこれからの時期が大事だと
いう話があった。
　続いて、ガバナー公式訪問以降の
新入会員に倉田ガバナーから記念品
が贈呈され、岩城孝子2RCの閉会の
挨拶および閉会のゴングで第1部は
終了となった。
　第2部は懇親会となり、片岡淳一
2RSの司会進行、清宮延光1R-3ZC
の開会の言葉でスタート。
　まずは地元2リジョンの森川吉孝
第1副地区ガバナーが挨拶に立ち、
地区ガバナーへの立候補の届けを本
日提出してきたことが報告された。
「会員増強が叫ばれているが、わが地
区の会員増強は全国で一番。しかし、

まだまだ気を抜くことはできない」と
して、退会防止にも力を入れようと
呼び掛けた。また、4月26日の地区
年次大会の開催についてPRされ参加
を促した。
　続いて内藤修也第2副地区ガバナ
ーの「倉田ガバナーの大きな花を咲
かせて満開にしていこう。クラブが
主役でウィ・サーブ！」の掛け声で乾
杯した。
　アトラクションでは、ソプラノ歌
手のあべ友子様が「万葉集」最終歌
（4516番歌）の大伴家持の「新しき
年の初めの  初春の  今日降る雪の　
いやしけ吉事」ほかを歌い上げた。
　第2部は野口 守3R-3ZCの閉会の
言葉で盛況のうちにお開きとなった。
　取材：地区ニュース

委員長　L髙畠  祐二

　撮影：　　〃

アドバイザー　L近野  照彦
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　3月7日（金）、日本丸訓練センター
において、薬物乱用防止教育のスキル
アップセミナーが開催された。認定講
師として経験の少ない方々や、これか
ら薬物乱用防止教室を開催していきた
いと考えている方々のために、具体例
を紹介しながら活動に役立てていただ
くことを目的としたセミナーである。
　認定講師は、1986年の東京サミッ
トにて麻薬乱用撲滅宣言がなされたこ
とを受け設立された（公財）麻薬・覚せ
い剤乱用防止センターとライオンズク
ラブが共同で「薬物乱用防止教育認定
講師制度」を確立し、全日本のライオ
ンズクラブに取得を奨励しているもの
である。
　セミナーは、井之上 翔薬物乱用防止・
クエスト副委員長の司会により、阿蘇
佳一同副委員長の開講の言葉で始まっ
た。
倉田雅史地区ガバナーは「皆様方の

努力により、この活動も少しずつ認知さ
れてきていることを肌で感じている。ど
うか地域の方々や小中学校へ向けてこ
れからも発信し、素晴らしいアクティビ
ティに育ててほしい」と挨拶された。
　続いて橋本信行同委員長は「昨年の
10月に、ここ日本丸訓練センターで薬
物乱用防止教育認定講師養成講座を開

催させていただきましたが、その時に
受講して認定講師となられた大学生の
方々にも本日参加していただいており
ますことを大変うれしく思います」と
挨拶され講義が始まった。
　セミナーは2部形式で、1部は「ア
ンケート結果報告と大学生認定講師の
活動報告」、2部は「参加者による薬物
乱用防止教育模擬教室」となっている。
1部では各クラブと認定講師に向けた
アンケートの結果発表で、さまざまな
意見や感想、今後の教室開催における
課題などが発表された。
　開催した学校側からの意見で、講義
の中で講師が「お父さん、お母さん」と
言うのを「保護者」と言い換えてほし
いと言われたことも紹介された。
　続いて昨年認定された、横浜市立大
学生の認定講師二人による模擬教室が

行われ、感想や意見交換などがあった。
休憩をはさみ、2部では吉田正利同副
委員長が講師となり、参加者全員によ
るプレゼン方式・グループワーク方式
の模擬授業体験が行われた。
　講師経験者と初心者を織り交ぜてチ
ームを組み、チームごとに各自プレゼ
ンとグループ討議を行い発表するとい
う形で進め、講師役と受講生役に分か
れて模擬授業を体験した。
　最後に（公財）麻薬・覚せい剤乱用防
止センター企画部長・加藤康樹様より、
今後の啓発事業について説明があり、
谷川 亘同アドバイザーによる閉講の言
葉でセミナーは終了した。
　「ダメ。ゼッタイ。」を肝に銘じる1
日となった。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L田中　準二
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スキルアップセミナー　　主催　薬物乱用防止・クエスト委員会
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　倉田雅史地区ガバナーは、まず神
奈川県議会議長・柳下 剛様に表敬訪
問を行った。この表敬訪問には、森
川吉孝第1副地区ガバナー、内藤修
也第2副地区ガバナー、大滝靖生キ
ャビネット幹事、秋山隆一郎キャビ
ネット会計が同行した。
　柳下県議会議長は、倉田ガバナー
と同じ業界で旧知の仲であり、ライ

　倉田ガバナーは、12月6日（金）、
大滝キャビネット幹事、秋山キャビ
ネット会計、石島鉄也第71回地区年

オンズクラブの活動にもとても理解
がある方であることから、県民のニ
ーズとライオンズクラブの社会奉仕
の話で大いに盛り上がり、さまざま
な形で協力していくことを確認した。
　次いで渡り廊下を通って本庁舎に
進み、知事室の応接室に神奈川県知
事・黒岩祐治様を表敬訪問した。
　倉田ガバナーからは、神奈川県が

次大会実行委員長と小田原市庁舎に
小田原市長・加藤憲一様を表敬訪問
し、ガバナー就任の挨拶を行った。

推進している各種のSDGsへの取り
組みに協力すべく担当部署と協議中
であることを伝え、黒岩県知事から
感謝の意を表された。
　黒岩県知事は公務のためとても忙
しく、短時間の表敬訪問であったが、
とても有意義な情報交換の機会とな
った。
　取材：地区ニュース

委員長　L髙畠　祐二

　撮影：　　  〃

アドバイザー　L近野　照彦

　市長との対談では、今期ガバナー
の基本姿勢『積小為大』について熱
く語り、地区運営の活動方針を説明。
これまでのライオンズクラブの活動
の実績を話し、今後の活動への支援
と4月に小田原市で行われる地区年
次大会へのご臨席を要請した。また、
ライオンズクラブとして、小田原市
が進める青少年健全育成事業を支援
することを約束し、加藤市長から謝
意が述べられた。
　最後に、和やかな雰囲気の中で、
市長室にて記念撮影を行った。
　取材：地区ニュース

委員長　L髙畠　祐二

　撮影：　　  〃

アドバイザー　L近野　照彦

11月22日（金）、神奈川県庁に
黒岩県知事、柳下県議会議長を表敬訪問

１２月６日（金）、小田原市庁舎に
加藤小田原市長を表敬訪問
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ちょっと素敵なアクティビティ！
Step Forward支援金を活用して

　３月２日（日）東扇島東公園第２多
目的広場で、川崎東LC・川崎臨海
LC合同のアクティビティとして「ラ
イオンズクラブ杯」サッカー小学1年
生大会が行われた。この事業はStep 
Forward支援金プログラムを活用し
て、川崎臨海LCが申請した。
　開会式では、川崎臨海LCの谷井
弘樹会長が「今日は記念すべきライ
オンズクラブ杯です。皆さんにお願
いしたペットボトルキャップは世界
中の子どもたちにワクチンを提供す
る奉仕活動です。参加ご協力ありが
とうございます。関係者の皆様、来
年も再来年もよろしくお願いします。
お願いが2つあります。1つは今の仲
間を大切にずっと仲良くしていって
ください。2つ目は皆さんが三笘選手
みたいに有名になったらサインをも
らいに行きますのでよろしく。今日
は皆さんが主役です、けがに気をつ
けて一日頑張りましょう」と挨拶を締
めくくった。
　来賓として倉田雅史地区ガバナー
からは「ライオンズクラブとは200
カ国140万人の会員がいて皆さんの
ために奉仕活動をしている団体です。
この大会を通じて友情や技術を高め
合っていただけたらうれしく思いま
す」との挨拶をいただいた。
　川崎市サッカー協会の会長として
川崎東LCの田中和徳衆議院議員の挨
拶があり、選手宣誓はリバーFC小尾
りょうすけ選手と五十嵐りく選手が
「サッカーが大好きです。チームのメ
ンバーと力を合わせて最後まで諦め
ず全力で戦います。ルールを守りフ
ェアプレーで楽しみ、精一杯頑張り

ます」と元気よく宣誓し、ライオンズ
メンバーからも称賛された。始球式
は石田真一前地区ガバナーが12人の
キーパーに向かって優しくボールを
蹴り込んだ。
　試合は8人制で、コートは二回り
ほど小さくゴールも小型だ。２面同
時でプレーが始まった。前後半の合
間にママさんPK対決があり、大いに
盛り上がった。
　閉会式前に持参いただいたペット
ボトルキャップを収集し、成績発表
に移った。トーナメントはプレミア・
プリンス・チャレンジと3通りあり、

優勝カップはプレミアのみ。準優勝
の楯と4位まで表彰状があったので
参加チームは何かしら持ち帰れた。東
小倉SC、FCバモス、東門前FTの3
チームがトーナメント優勝となった。
　川崎東LC竹内成治会長による閉会
の挨拶では「とても１年生とは思えな
いほど卓越したプレーでした」と選手
たちをたたえ、サポーターの皆様の
ご協力で無事開催ができたお礼と来
年も開催したいとの希望を話し、閉
会になった。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L會田　勝規

「ライオンズクラブ杯」サッカー小学1年生大会

川崎東LC・川崎臨海LC
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　南アルプスLCは今期最大級の寒波
に見舞われ、夜中の降雪で1cm弱の
積雪がある中、2月8日（土）にJFC
白根サッカー少年団とその保護者お
よび交通安全協会の協力を得て、交
通安全の意識高揚を図るキャンペー
ンを実施しました。
　国道と県道が交差する白根IC西の
交差点の四隅に立ち交通安全標語が
貼り付けてあるプラカードを見せ、
手を振りながら意識の高揚を図りま
した。標語は「飲酒運転は×（ダメ）
です」・「信号無視は×（ダメ）です」・
「スピード違反は×（ダメ）です」・「運

　茅ヶ崎グリーンLCが1月31日
（金）に茅ヶ崎市民文化会館大ホール
にて「BENIチャリティーライブ」を
開催した。
　ライブに先立ち、茅ヶ崎市への寄贈
式を行い、この日の収益金10万円が
「青少年育成のため」として市に寄付

転スマホは×（ダメ）です」の4種類
です。
　JFC白根サッカー少年団の少年た
ちは、プラカードを見せながら手を
振る子どもに「分かったよ、気を付
けるよ」と笑みをたたえながら手を振
って応える運転者たちを見て、とて
もやりがいを感じていて予定時間ま
で頑張ってくれました。
　歩行者の皆さんが何をしているの
かと興味を持って取り組みの様子を
見ていますと、その中の1人がプラ
カードを持っている子どもに「車の
事故はけがをする人や亡くなる人が

された。その中で原田裕介会長は「昨
年当クラブは50周年を迎え、新たな
1歩として青少年健全育成のために今
回のライブを開催しました。今後も
継続できるように頑張ります」と話し
た。また、茅ヶ崎市長・佐藤 光様か
ら「茅ヶ崎グリーンLCには以前から

必ず出ます。交通事故を起こさないよ
うに、みんなが運転手に訴えるのは
とても大切なことです。皆さんあり
がとうね」と話しかけ、他の歩行者の
方々も口を揃えて感謝していました。
　活動終了後、児童から「今回は交
通安全意識高揚の活動に参加させて
もらい、運転手の皆さんに交通安全
を呼び掛けると同時に、自分も交通
安全に向けて考えるようになりまし
た。ありがとうございました」と感想
を寄せてくれました。
　また交通安全協会の小野 隆様から
「今回の活動のように標語を見せなが
ら運転手に手を振れば、意識高揚が
図れることは確実です。児童の皆さ
んが行っていることが重要なことな
のです。一生懸命に取り組んでくれ
た児童の皆さんに感謝します。また
この計画を実施してくださった南ア
ルプスLCの皆さんにお礼を申し上げ
ます」と感謝とお礼の言葉をいただ
き、終了しました。
　10R-3Z　南アルプスLC

  Step Forward担当　L望月　邦俊

小学1年生への防犯ベル寄贈などで
お世話になっています。今後も茅ヶ
崎市としてクラブの発展を祈念しま
す」とお話しをいただいた。
　ライブの前半は地元のダンサーに
よるダンスパフォーマンスを行った。
FM横浜パーソナリティーの龍口健太
郎さんのMCにより、小中学生や大
人のダンサーたちで観客を魅了した。
後半はBENIが自身の曲からカバーま
で圧巻の歌唱力を披露し、最後はダ
ンサーもステージに参加して大いに
盛り上がりを見せた。
　今後も茅ヶ崎グリーンLCではさま
ざまな事業を行い、青少年健全育成
を中心に地域社会への貢献を継続し
ていきたいとのことだ。
　取材・撮影:地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

ＢＥＮＩチャリティ－ライブ開催！！

交通安全意識高揚キャンペーンを実施 南アルプスLC

茅ヶ崎グリーンLC
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SUNSUN 有限会社サンテック有限会社サンテック

〒210-0863 川崎市川崎区夜光一丁目7番9号 塩浜ビル301　E-mail：ishida@kensho-inc.co.jp　TEL.044-270-2275　FAX.044-270-2276

建設業許可 神奈川県知事許可（般-29）第78859号

建築・土木一式総合建設業
石　田　真　一取締役会長

（川崎臨海ライオンズクラブ所属）株式会社  建　匠

大船渡大規模山林火災支援街頭募金活動

　この度の大船渡市における大規模
山林火災におきまして被災された
方々に、心よりお見舞い申し上げま
す。
　2月26日13時頃に発生した山林
火災が大規模に拡大して、想像を絶
する速さで進行し、3月10日に避難
指示が解除されたとはいえ、被災さ
れた方々のご心痛は計り知れないも
のがあります。
　私ども藤沢湘南LCが3月8日（土）
に行いました奉仕活動中に、メンバ
ーの声として大船渡市の山林火災に
何かご支援できることはないのかと
いう意見がありました。メンバー間
で協議しましたところ、8R-1Z内の

5クラブが合同で支援の街頭募金活動
を実施して、藤沢市民の皆様からお
預かりした募金を被災された方々へ
「災害義援金」としてお送りすること
となりました。

大船渡市大規模山林火災支援街頭
募金活動
日時：3月15日（土）11時～14時
場所：湘南モールフィル2F
　　　（パシオス前）
　当日の参加は4クラブ（藤沢LC・
藤沢湘南LC・藤沢中央LC・藤沢ラ
イフLC、総勢16名）で実施。募金
総額116,847円は大船渡市役所・
会計課「大船渡市災害義援金（林野火

災）」宛てに、岩手銀行大船渡支店普
通預金の指定の口座に振り込みまし
た。
　ロサンジェルス・ドジャース球団や
先月来日した大船渡市出身のドジャ
ース佐々木朗希投手の支援額とは比
較になりませんが、少しばかりの金
額ではございますが被災された方々
のために有効にご活用いただけまし
たら幸いでございます。
　1日の内のほんの3時間の奉仕活
動ではありましたが、藤沢市内（8R-
1Z）当日出席の4クラブのメンバー
の総意としてお気持ちをお届けでき
たと思います。

                8R-1ZC　L金森　行雄

8R-1Z合同
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第11回啓翁桜交流会を盛大に開催

   「 桜が結ぶ米沢市と横浜市」と銘打
った第11回啓翁桜交流会式典が、2
月1日（土）11時30分より中区大通
公園内に植えられている啓翁桜前で、
山形県米沢市の主催で行われた。こ
の会に1R-1Zからはメンバー約50
名が参加した。
  主催者を代表して米沢市長・近藤洋
介様が「明治時代に英語教師として
米沢に赴任していたイギリス人教師
のチャールズ・ヘンリー・ダラスが
牛一頭をお土産として横浜に持ち帰
り、仲間に振る舞っておいしいと評
判になったことから米沢牛ブランド
が広まった」と今年で150年を迎え
た横浜と米沢の関わりについて話さ
れた。また、330-B地区を代表して
森川吉孝第1副地区ガバナーは、中
学・高校時代月山にスキーに行った
が、当時は上野駅から時間がかかっ
たという山形の思い出を語り、「啓翁
桜の開花を楽しみにして、暖かくな
ったら散歩がてら観に訪れたい」と
挨拶。横浜市会副議長・福島直子様、
米沢コンベンション観光協会会長の
小嶋彌左衛門様、中区長・小林英二

様も参列され、皆様より挨拶をいた
だき、今年も和やかに交流会が終了
した。

   取材・撮影：地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦

（米沢観光大使）

1R-1Z合同

●小林英二 中区長●小嶋彌左衛門米沢市観光協
会会長

●森川吉孝第1副地区ガバナー

●近藤洋介 米沢市長
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「薬物乱用防止教室」を開催しました

「横浜市女子セブンズ大会」を支援

　伊豆大島LCでは、1月22日（水）
に大島町立つつじ小学校第6学年の
児童を対象に「薬物乱用防止教室」を
開催しました。 
　メンバー紹介のあと、ライオンズ
クラブの概要と活動内容を分かりや
すく説明し、その後、薬物乱用防止
DVDの視聴から授業がスタートしま
した。
　今回新たに薬物乱用防止認定講師
となった佐藤勝人Lが講師を務め、児
童とのやり取りを交えながら「麻薬
や覚醒剤、大麻は法で使用規制され、
その使用は薬物乱用となるので絶対

　1月12日（日）～13日（月・祝）ニッ
パツ三ツ沢球技場にて女子7人制ラ
グビー大会「第17回横浜市女子セブ
ンズ大会」高校生の部が開催され、横
浜市ラグビーフットボール協会に協
賛しました。
　全国より集合した14チームの他、
中学生チームと合わせて総勢200名

ダメ」「悪い誘いは勇気をもって断る
こと」「薬物が脳などに与える影響の
恐ろしさ」を独自に準備した資料を使
い解説しました。医薬品については
「睡眠薬を遊びのために使う」ことや
「風邪薬等を効き目がよくなる、早く
治りたい」という間違った自己判断
で多く服用することは大変危険な行
為で、薬物乱用になるので絶対ダメ
なこと。服用方法が分らないときは、
親や養護の先生に相談するようアド
バイスしました。 
　最後に「薬物乱用とは回数の問題
ではなく１回でも乱用となります。自

以上が参加し、好天気の中若さ溢れ
る試合が展開されました。決勝戦は
地元関東六浦高校のチーム同士の戦
いとなり、優勝したAチームへ優勝
カップを贈呈しました。
　この大会支援は7回目となります
が、今回より主催側の体制が新しく
なりスタッフ一丸となって運営され、

分自身のためにも大切な家族や友人
のためにも薬物を乱用することは絶
対しない。みんなで約束しましょう」
と結び、講話を終了しました。 
　続いて、私から薬物のサンプルを
もとに特徴や影響について解説を行
い、児童たちは薬物サンプルや薬物
の写真を興味深く見学しました。 
　今回の教室で薬物乱用の怖さ、関
わらないことの重要さを深く周知で
きたと思います。 
　6R-1Z　伊豆大島LC

会長　L橋本　慎一郎

他クラブビジターの来訪やタウンニ
ュースの取材もあり、閉会式は特に
盛り上がりました。優勝カップの寄
贈だけでなく連日の電光掲示板使用
諸経費も負担し、大会関係者や観戦
者から大変喜ばれました。
　1R-2Z　横浜中央LC

会長　L島崎　政晴

伊豆大島LC

横浜中央LC
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甲府若葉LC

小　尾　　　武
〒245-0006　神奈川県横浜市泉区西が岡1-31-20
TEL.045-814-5043　FAX.045-814-5047

E-mail. komatu5043@gmail.com

携帯 . 090-4626-0917

代　表　小　松　和　芳
（横浜戸塚中央 LC）

小松表具店小松表具店

第10回 相模原シティライオンズクラブ杯
WINTER CUPドッジボール大会開催

　2月16日（日）相模原市緑区にあ
るほねごりアリーナにて、第10回
相模原シティライオンズクラブ杯
WINTER CUPドッジボール大会を
開催した。
　この大会は相模原市内および神奈
川県、山梨県、千葉県のチームで開
催され、今回は25チームが5つのリ
ーグ戦に分かれて対戦し、その順位
によりトーナメントで優勝を決めた。
　9時15分からの開会式で立澤秀光
会長は「私たちは地域に根ざした奉
仕活動の一つとして青少年健全育成
のために大会を応援させていただい
ています。開会式の後に薬物乱用防
止教室を開催します。大事な話なの
で聞いてください」と話した。
　開会式終了後には、400名を超え
る子どもたちの前でクラブメンバー
が10枚のパネルを見やすいように持
ち上げて、谷川 亘薬物乱用防止・ク
エスト委員会アドバイザーが講師と
なり、薬物乱用防止教室を開催した。
谷川アドバイザーはドッジボールと
結びつけて薬物乱用の危険性を話し、
子どもたちを引き付けていた。

予選リーグ50試合、決勝トーナメ
ント、3位決定戦も含めて25試合を
体育館の2面のコートで約8時間にわ
たり行い、激戦を繰り広げた。
　優勝は土竜島（横浜市）、準優勝がデ
イリー相模原ボンバーズ（相模原市）、

3位に横浜KAMINI KIDS（横浜市）。
　今回は第10回の記念大会なので、
各チームに参加チーム名が記載され
たクリアファイルを贈呈した。
　取材：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

相模原シティLC
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サンタが能登にやって来た！

　12月20日（金）「地震と豪雨を経
験した能登半島の園児たちを笑顔に
したい」という地元のライオンズク
ラブの呼び掛けに賛同し、横浜みど
りLCはホストクラブとして、この事
業に参加いたしました。前日は全国
のライオンズクラブの有志の皆様と
交流を深め、翌日の朝7時に金沢駅
に集合。4コースに分かれ15カ所の
奥能登の保育園やこども園（園児総数
290人）を目指して出発しました。
　私たちのグループが最初に訪問し
たのは、小学校の教室を間借りして
いる保育園でした。全員サンタの衣

装やトナカイの着ぐるみで、「メリー
クリスマス！」と大きな掛け声ととも
にクラッカーを鳴らして登場すると、
園児たちはビックリ顔で大喜び。み
んなにプレゼントを渡し、全員でジ
ングルベルを大合唱。そして園児た
ちに見送られながら次のこども園へ。
ここではプログラムの最後に園児の
代表から、お礼のスピーチと手紙を
もらい、何だか感動して涙腺が緩ん
でしまいました。
　次は142名の園児がいるこども
園。同じように登場すると大はしゃ
ぎですごいことに！そして最後のこ

ども園では「抱っこして～」のアピー
ル。さすがに疲れましたが、子ども
たちの笑顔に力をもらい、笑顔でひ
と踏ん張り。
　この事業を通して、「子どもたちに
笑顔を」が「子どもたちから笑顔に」
になりました。この子たちは能登が
復興される頃には立派な大人になっ
ていると思いますが、この日のこと
を多分忘れないでしょう。今年も“笑
顔の子どもたち”に会いに行ければ
いいなと思います。
　3R-3Z　横浜みどりLC

L青木　哲也

横浜みどりLC

未就学児に
クリスマスプレゼント
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充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。




